
第３学期の始業式、「“あいさつ日本一”を目指します！」と子どもたちに話しました。

「大きな夢に向かってがんばろう！」 と、私の心は燃えています！

１月の生活のめあても、ちょうど「あいさつをしよう」でした。

ある朝の校内放送、当番の６年生から、こんな呼びかけがありました。

「今月のめあては“あいさつをしよう”です。あいさつを心がけて楽し

く生活しましょう。」

何気ないひと言ですが、私の心に響きました。

あいさつを心がけて楽しく生活…。

そうなのです！

“あいさつ”には“生活を楽しくする力”があるのです。

先日、朝の通学路で子どもたちを待っていたとき、ふいに後ろから「おはようございます！」と

さわやかな声が聞こえました。

あわてて振り向き「おはようございます！」とあいさつを返すと、北信中の女子生徒さんが笑顔

で会釈をしながら通り過ぎていきました。

寒い朝でしたが、心がとてもあたたかく、うれしくなりました。

「今朝、ここにいてよかったなあ。」と、一日のエネルギーが湧いてくるような気持ちにもなり

ました。

私自身も、子どもたちを元気にするあいさつができるようになりたいと思っています。

子どもたちも、お互いの生活を楽しくする、お互いの気持ちをあたたかくするあいさつができる

ようになってほしいと願っています。

日に日に、子どもたちのあいさつはよくなっています！

“あいさつ日本一”を目指して、まずは、子どもたち全員が、自分のあいさつを1ランクアップ

させることができるよう励ましていきます。

ご家庭での応援もよろしくお願いします！

テレビや新聞での報道のとおり、この度、アメリカ大リーグで活躍

する大谷翔平選手が、日本全国の小学校に野球グローブを寄付してく

ださいました。

1月上旬、瀬上小学校にも届きました！

6年生から順番に各教室での披露をした後、今は職員室前の廊下に置

いてあります。

今後、子どもたちが使えるように準備していきます。

そんなある日、大谷選手からのグローブに感激した2年生の女子2名が「大谷選手に届けてくだ

さい！」と、感謝の手紙を校長室に持ってきました。

はてさて、どうすれば大谷選手のもとに届けることができるものか…。

健気な子どもの気持ち、何とか叶えたいと思っています。
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